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中池の管理用通路の工事で設置する看板について 

資料－５ 
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①看板に記載する説明の内容について 



①看板に記載する説明の内容について 

【維持管理・環境管理専門委員会での看板設置に関する意見】 

○中池の管理用通路は、完成後すぐに利用される方がいるので、整備の目的や利用に関するマナー等、最低限の情報を周
知する必要がある。また、中池の管理用通路の舗装完了にあわせてセレモニー的なものを行うことも考えられる。 

【看板の案①】 
看板の目的：荒川太郎右衛門地区自然再生事業の趣旨と利用マナーを説明する。 
看板の内容：自然再生事業の範囲内での一般的な利用マナーを記載する（ゴミを捨てない、草地を荒らさない、騒音を
   出さない、柵を越えないなど）。マップは全体構想の範囲とし、中池の河畔林保全の場所と管理用通路 
   のイメージを記載する。 

【看板の案②】 
看板の目的：中池管理用通路の整備の趣旨と利用マナーを説明する。 
看板の内容：中池での利用マナーを記載する。 
        ・ゴミは捨てない 
        ・騒音は出さない 
        ・通路から外に出て草地を荒らさない 
        ・柵を乗りこえて池に近づかない 
        ・通路には車（管理用車両を除く）、バイク、自転車は乗り入れない 
        ・キャンプや炊飯はしない 
        ・動植物の採取はしない など 

       マップは中池の範囲とし、中池の管理用通路の整備ルート等の説明を掲載する。 

【看板の案③】  ①と②の折衷案。 

【看板の案④】  ①、②、③の案の他に、維持管理・環境管理の担い手募集の説明を加える。 
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荒川太郎右衛門地区の自然再生地利用に際してのお願い 

自然再生地（下図赤点線の範囲）では、下記のルールを守り自然に配慮した利用
をお願いします。 
 
 
  

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

仮看板の案① 
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●上図の赤点線の範囲は、自然環境保全の取り組みを行っている場所です。 
●旧流路とその周辺の湿地、草地、河畔林には、多様な生物が生息しており、そうした環境を将

来に残していくために自然再生を行っています。 

■ゴミを捨てない  ■キャンプや炊飯はしない 
■草地を荒らさない  ■動植物の採取はしない 
■騒音はださない   

あ  ら  か わ    た   ろ  う         え       も   ん   ち      く 

 

●中池管理用通路
・自然再生の取り組みに活用する通

路です。
・通路は自然の中を散策でき、中池

の水辺に近づけるルートです。

※完成後の写真に変更

自然再生保全
範囲・上池

自然再生保全
範囲・中池

自然再生保全
範囲・下池

自然再生の取り組み範囲

現在地

荒川

旧流路・中池

旧流路・下池
旧流路・上池

ハンノキ等の河畔林の
保全・再生を行ってい
ます。

クヌギ・エノキ等の河
畔林の保全を行ってい
ます。中を散策できる
ようになっています。

旧流路の保全、湿地環境の
保全・再生を行っています。

ホンダエアポート

樋詰橋
荒川太郎
右衛門橋

川島町

桶川市

上尾市

自然再生地全体図

●詳細はこちら 
荒川太郎右衛門地区自然再生協議会 
※協議会の活動の詳細は、右のQRコードよりご覧ください。 



■ゴミを捨てない   ■キャンプや炊飯はしない 
■通路から外に出て草地を荒らさない ■動植物の採取はしない 
■騒音はださない   ■柵をこえて池に近づかない 
■通路には、車（管理車両を除く）、 
 バイク、自転車は乗り入れない 

下記のルールを守り自然に配慮した利用をお願いします。 
 
 

中池管理用通路利用に際してのお願い 
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●この付近は、旧流路とその周辺の自然環境の保全の取り組みを行っている場所です。 
●旧流路沿いには、クヌギ、エノキ、ムクノキ等の河畔林があり、近くの草地も含めて様々な

生物が生息しています。 

現在地

本田航空株式会社

●中池管理用通路
・自然再生の取り組みに

活用する通路です。
・通路は自然の中を散策

できるよう、中池の水
辺に近づけるような
ルートとしています。

※完成後の写真に変更

中池（旧流路）●水辺の休憩所
・水辺を眺めることがで

きる場所です。

●詳細はこちら 
荒川太郎右衛門地区自然再生協議会 
※協議会の活動の詳細は、右のQRコードよりご覧ください。 

仮看板の案② 
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②設置場所について 



自然再生取り組みの範囲 

中池（旧流路） 
転落防止用柵 

管理用通路 

●設置位置案① 

●設置位置案② 

 

●設置位置案③ 

②設置場所について 

○看板設置の趣旨 
中池の管理用通路整備の工事の終わりに、対象地区が自然再生の取り組み場所であることを地域の方や利用者に周知し、
自然再生の趣旨にそった利用をしていただくよう利用マナーを周知する仮看板を設置する。 

○設置位置について 
中池の自然再生の取り組み範囲にアプローチする場所（①、②）、取り組み範囲の中の場所（③）で、場所の説明や、
利用ルールの周知を行う看板設置が考えられます。 

【設置位置の候補】 
・設置位置案①、② 
管理用通路の入り口に設置す
る（事務局案）。 

・設置位置案③ 
水辺の休憩場所に設置する。 

 

【補足】 
・今回設置する看板は仮設を考え
ています。コンクリートの基礎を
設置するのではなく、単管を組ん
で看板を設置します（予定）。 

・次ページに看板設置位置の案
（協議会提示済み）を示します。 
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②設置場所について 

 

 

中池への転落防止柵を設置 

景観が良いため、視界を遮らない
高さの立ち入り制限柵を設置 
転落防止の意味もあり 

【補足】 

QRT ： QRTranslator の こ

とで、QRコードから携帯端

末で翻訳できる仕組み。案内

版、解説板に適用し、指導、

距離票には無し。 

 

 

第４５回協議会資料を再掲 
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③看板のサイズについて 



③看板のサイズについて 

○看板のサイズは、簡易に設置できるものとして、A0、A1、A2のサイズが考えられます。 

○人の高さと看板のサイズイメージをもとに、設置サイズの検討をお願いします。 

A0横 
横1189m縦841mm 

A1横 
横841mm縦594mm 

A2横 
横594mm縦420mm 

※ 看板を支えるパイプはΦ48で作図 
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